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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年11月15日(2010.11.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　上記のことから、情報を非対称的に管理するためのシステム及び方法に対するニーズが
あるのであり、該システム及び方法には、（１）一ユーザ用の１以上の階層におけるデー
タを僅かばかりの該ユーザの介入で若しくは該ユーザの介入無しに同期化すること、及び
（２）僅かばかりの該ユーザの介入で若しくは該ユーザ介入の必要なく、且つ実質的に複
製されたエントリーを発生する又は書き込む事無しに、２以上のエントリーに関するデー
タを１つのエントリーにマージすることが含まれる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　この発明の一例によれば、同期化システム（又はエンジン）は、階層選択モジュール、
構文解析モジュール、比較モジュール、マップ（又はリンク）モジュール、同期化出力モ
ジュール及び同期化ルールモジュールを含む。これらモジュールは、ソフトウェア、ハー
ドウェア、あるいは、それらの組み合わせにより実施されてよい。これらモジュールは、
互いに通信可能に接続されている。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　階層選択モジュールは同期化のために１以上の情報の階層の間で選択する。構文解析モ
ジュールは前記階層のデータを構文解析するもので、比較モジュールは重複するデータを
特定するためにデータを比較する。マップモジュールは、どの特定の階層、情報及び／又
は情報が、特定の関係において互いにリンクされているのかを判断する。マップモジュー
ルは、また、リンク関係のための独特の識別子を提供するために構成される。同期化モジ
ュールは、同期化ルールリンク関係に基づき前記階層のデータを同期化する。
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【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　この発明の一例において、同期化処理は、１以上のフォルダの階層間でフォルダを同期
化する処理を含む。前記処理は、互いにリンクすべき１以上の階層を選択するステップと
、前記選択された階層のフォルダを不変の識別子を用いて比較するステップを含む。前記
処理は、また、前記選択された階層の各々のフォルダをフィールドについて構文解析する
ステップと、前記構文解析されたフォルダのフィールドを比較するステップを含む。そし
て、前記処理は、前記解析されたフォルダのフィールドの比較に応じて発生された１以上
の競合ルールに基づき前記選択された階層の前記フォルダを同期化するかどうか判定する
。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　この発明の一実施例に係るマージ処理は、ネットワーク内の２以上のフォルダを１つの
フォルダにマージすることを含む。前記方法は、第１のフォルダのエントリーと第２のフ
ォルダの間の重複エントリーを特定するために、前記第１のフォルダのエントリーと前記
第２のフォルダのエントリーを比較するステップを含む。前記第１のフォルダのエントリ
ーの識別子と前記第２のフォルダのエントリーの識別子との間でマッチがあれば、１つの
エントリーが重複であると判定される。前記処理は、前記第１のフォルダの前記特定され
た重複エントリーをグループ化し、また、前記第２のフォルダの前記特定された重複エン
トリーをグループ化する。前記処理は、また、マトリクスを生成し、そこにおいて、２以
上のマトリクスエントリーがある。各マトリクスエントリーは、グループ間で特定された
重複エントリーをマージすることに連携された値を含む。また、マトリクスエントリーは
、特定された重複エントリーをマージするための範囲を決定するために割り当てられた値
に基づきマッチングされる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９４】
　次に図７を参照すると、これは、この発明の一実施例に係る同期化エンジンの論理的見
取り図を描いている。同期化エンジン（システムとみなしてもよい）は、階層選択モジュ
ール７１０と、構文解析モジュール７２０、比較モジュール７３０、マップ（又はリンク
）モジュール７４０、同期化（又はsync）出力モジュール７５０、及び、同期化（又はsy
nc）ルールモジュール７６０を含む。これらモジュール７１０，７２０，７３０，７４０
，７５０，７６０は、ソフトウェア、ハードウェア、あるいは、それらの組み合わせによ
り実施されてよく、互いに通信可能に接続されている。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００９７】
　図７に戻ると、構文解析モジュール７２０は前記階層のデータを構文解析するもので、
比較モジュール７３０は重複するデータを判断（又は同定）するためにデータを比較する
。マップモジュール７４０は、どの特定の階層及び／又は情報が、特定の関係において互
いにリンクされているのかを判断するモジュールである。図８ｂは、後述する通り、２つ
の装置８４０，８４５間の情報のお互いと、プライベートネットワーク１００のサーバシ
ステム１１２のデータベース１１４に記憶されたユニバーサル（又はサーバ）アドレス帳
とを如何にして同期化するかについての論理的見取り図の一例を描いている。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１０】
　プロセス９６５においてフォルダを構文解析し、所定のデータが同一であるかどうかを
調べるためにプロセス９７０においてその内部のデータフィールドを比較することにより
、比較処理が実行される。なお、これは例えば、独特のユーザ識別子８６０ないし１以上
の所定のデータフィールドの比較を通じてなされるものである。重複が見つかった場合、
同期化ルールモジュールのポリシーによって詳述されたとおりの競合解決ルールを用いて
、それを解決し、プロセス終了９８０の前に、同期化を実行する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１３】
　この発明は、また、フォルダ単位で同期化するための同期化エンジン及びプロセスの構
成を提供するものであり、同期化可能な重複をユーザが意図的に維持できるようにする。
同期化可能な重複を維持するために、メンバー１０４は、どのフォルダが同期化可能であ
るかを決定する。同一フォルダ内の重複エントリーは不変の識別子を用いて同期化される
。この不変の識別子は、サーバシステム１１２によって割り当てされる。更に、メンバー
１０４は、異なるシステム間（例えば、ＰＩＭアドレス帳８４２とユニバーサルアドレス
帳８５０）のマッピングを同定又は確立する必要がある。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１４】
　同期化処理が開始したら、エントリーは、異なるシステム上のフォルダ間の不変の識別
子がそれらの各データフィールド（例えば８７５）のいずれかにおいてマッチするならば
、重複であるとみなされる。この一例は、同一の電子メールアドレス（他の例としては同
一なインスタントメッセンジャー識別子や携帯電話番号が含まれる）である。電子メール
アドレスのないエントリーは、他の適宜のデータフィールド、例えば、姓名など、を用い
て比較せられる。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０１２１】
　また、フィールドは、比較実行時にいくらかのフィールド値が同等とみなしうるような
方法で同期化されてもよい。例えば、電話番号"（ａｂｃ）ｄｅｆ－ｇｈｊｉ"は"ａｂｃ
－ｄｅｆ－ｇｈｊｉ"と同じである、ここで、アルファベット文字は何らかの整数乃至ダ
イヤルパッド上の文字に相当する。同様に、"最後、最初"を持つエントリーは、"最初最
後。"に同等とみなせる。なお、同等なフィールドは、競合解決のための潜在的な介入を
限定するために、ユーザまたはプライベートネットワーク１００の中央サーバの管理モジ
ュールによって、予め定められてよい。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２３】
　この発明に係る同期化システム及び処理は、階層化されたフォルダのセット、例えば、
独立して、あるいは、他の階層のサブセットにおいてアップデートできる連絡先情報フォ
ルダなど、の認識を含む有利点を提供する。この発明は、また、好ましくは、いろいろな
装置間のいろいろな階層での同期化処理の最中に、競合解決に基づくポリシーをセットし
強要することを可能とする。したがって、ユーザは、多様な階層又はレベルの同期化につ
いて制御と柔軟性を増すのである。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３２】
　図１１ａ～１１ｃに戻ると、図１１ａにおいて、プロセス１１１０においてＰＩＭアド
レス帳エントリーを処理することで処理が開始する。処理には、プロセス１１１５での重
複を特定し、該重複をグループ化する処理が含まれる。図１１ｂは重複を特定する処理が
描かれている。処理が開始し、マッチングのために独特の識別子例えば８６０を特定する
。例えば、このＰＩＭアドレス帳の例では、独特の識別子は電子メールアドレスである。
それから、処理はプロセス１１６０においてその電子メールアドレスに関係するマッチン
グがあるか判断する。１つのエントリー内のいずれかの電子メールアドレスが１以上の他
のエントリー内のいずれかの電子メールアドレスにマッチしていれば、これらエントリー
は重複であるとみなされる。どちらのエントリーにも当該電子メールアドレスが含まれな
いならば、個人名、会社名、電話番号などを含む他のデータフィールドの識別子が比較の
ために使用される。マッチが特定されたら、これら重複エントリーは、結局、プロセス１
１６５においてマトリクススコアリングのために処理され、そしてプロセス１１７０にて
処理は終了する。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３９】
　この発明は、好ましくは、たとえ２以上のフォルダ及び／又はエントリー間の情報が異
なっていても、互いにマージされるべき２以上のフォルダ及び／又はエントリーからフォ
ルダ又はエントリーの１つのセットを作るような方法でデータをマージする。この発明は
、また、マージのためのフォルダマッピングによるメンバー１０４の介入を最小限にして
、そのときにフォルダ内の情報をマージするために予め定められたマージポリシーを使用
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するような方法でのマージ処理の自動化を好ましく可能とするであろう。更に、この発明
は、好ましくは、競合の数を最小化するようマージされるべきエントリーのインテリジェ
ントなマッチングによって実行される必要があるマージすることの総量を最小化する。
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